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                  2025 年度 1 

１．募集する専攻 
 

＜博士前期・後期課程＞ 

博士前期課程・博士後期課程 

専攻名 専門分野 研究領域 

工学専攻 

機械工学 

機械工学 

ロボット工学 

計測制御工学 

コンピュータ応用 

人工知能 

電気電子工学 

電気工学 

電子工学 

情報通信 

先端材料 

画像工学 

光応用 

情報工学 

画像工学 

情報メディア 

データサイエンス 

人工知能 

コンピュータ工学 

コンピュータ応用 

化学・材料工学 
先端材料 

応用化学 

建築学・風工学 

建築設計 

建築構造 

建築環境 

 

２．募集人員 

＜博士前期課程＞ 
課 程 専門分野 一般入試Ⅰ期 一般入試Ⅱ期 社会人入試Ⅰ期 社会人入試Ⅱ期 

博士前期課程 

機械工学 ９ 若干名 

電気電子工学 ９ 若干名 

情報工学 １８ 若干名 

化学・材料工学 ９ 若干名 

建築学・風工学 ２０ 若干名 

※推薦入試と合せた募集人員 

＜博士後期課程＞ 
課 程 専門分野 一般入試Ⅰ期 一般入試Ⅱ期 社会人入試Ⅰ期 社会人入試Ⅱ期 

博士後期課程 

機械工学 2 若干名 

電気電子工学 2 若干名 

情報工学 2 若干名 

化学・材料工学 2 若干名 

建築学・風工学 3 若干名 
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３．試験日程と試験場 

(1) 試験日程 

試験種別 

入学資格審査 

申請期間 

（必要とする人のみ） 

入学資格

審査 

結果通知 

願書受付期間 試験日 
合格 

発表日 

入学手続

締切日 

一般入試Ⅰ期  
9 月 11 日

（水）  
～  

9 月 17 日

（火）  

9 月 26 日

（木）  

10 月 1 日

（火）  
～  

10 月 11 日

（金）  

10 月 26 日

（土）  

11 月 6 日

（水）  

12 月 6 日

（金）  
社会人入試Ⅰ期  

一般入試Ⅱ期  
1 月 6 日

（月）  
～  

1 月 10 日

（金）  

1 月 17 日

（金）  

1 月 20 日

（月）  
～  

1 月 27 日

（月）  

2 月 7 日

（金）  

2 月 19 日

（水）  

3 月 7 日

（金）  
社会人入試Ⅱ期  

 

 

 

(2)試験場 

  東京工芸大学 厚木キャンパス 

 

4．出願の前に 

（１）出願前に、研究指導を希望する教員に研究内容等について必ず相談してください。 

（２）身体に障がいがあり、受験上の特別な措置や入学後の特別な配慮を必要とする人は、 

出願前に厚木キャンパス事務部入試課（大学院係）に相談してください。 

 

５．出願資格 

博 
士 
前 
期 
課 
程 

一般入試 

以下１～５のいずれかに該当する人 

1. 日本の大学を卒業した人 

2. 大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された人 

3. 外国において，学校教育における16年の課程を修了した人 

4. 専修学校の専門課程（修業年限が4年以上であることとその他の文部科学大臣が

定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科

学大臣が定める日以後に修了した人 

5. 本大学院において，大学を卒業した人と同等以上の学力があると認めた人 
※入学までに１～５の資格を取得する見込みの者を含む。 
※留学生の場合、上記の他、以下のうちのいずれかの日本語能力が必要です。 

①日本語能力試験（JLPT）N2 以上に合格している 
②過去 2 年以内の日本留学試験（EJU）の日本語（読解、聴解・聴読解）の得点が 

240 点以上である 
③J.TEST のＡ-ＣレベルテストでＣ級以上（600 点以上）に認定されている 

社会人入試 
入学時において就業の有無にかかわらず、研究・教育機関や企業等において、2 年以上
の実務経験を有し、一般入試の出願資格 1～５のいずれかに該当する人 

博 
士 
後 
期 
課 
程 

一般入試 

以下１～５のいずれかに該当する人 

1. 日本において、修士の学位を取得した人 
2. 外国において、修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与された人 
3. 日本において、専門職学位を取得した人または、外国の大学院相当として指定した

外国の学校の課程（文部科学大臣指定外国大学（大学院相当）日本校）を修了し、
修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与された人 

4. 国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された人 
5. 本大学院において，修士の学位を有する人と同等以上の学力があると認めた人 
※入学までに１～５の資格を取得する見込みの者を含む。 
※留学生の場合、上記の他、以下のうちのいずれかの日本語能力が必要です。 

①日本語能力試験（JLPT）N2 以上に合格している 
②過去 2 年以内の日本留学試験（EJU）の日本語（読解、聴解・聴読解）の得点が 

240 点以上である 
③J.TEST のＡ-ＣレベルテストでＣ級以上（600 点以上）に認定されている 

社会人入試 
入学時において就業の有無にかかわらず、研究・教育機関や企業等において、2 年以上
研究計画に関する技術・研究の実務経験を有し、一般入試の出願資格 1～５のいずれか
に該当する人 
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６．入学資格審査 

以下に該当する人は、必ず入学資格審査を受けてください。 

① 社会人入試に出願する人 

② 一般入試に出願する人（出願資格５により出願を考えている人他、入学資格があるか不明な人） 

     ≪提出書類≫ 

書類 備考 提出が必要な人 

入学資格審査申請書 

（様式２） 
必要事項を記入してください。（裏表両面） ①② 

志望理由書 

（様式３） 

本研究科への志望動機、志望する専攻とその理由、入学

後の抱負、修了後の計画を簡潔に記入してください。 
①② 

業績報告書 

（様式４） 

在職中に行った職務及びその業績等があれば記入してく

ださい。関係書類（研究論文、技術報告、実用新案等）

がある場合は、その業績を表す文書等（写し）も併せて

提出してください。（裏表両面） 

① 

成績証明書 最終出身学校の成績証明書 ①② 

卒業（修了）証明書 
最終出身学校の卒業（修了）証明書、または卒業（修了）

見込証明書 
①② 

在職証明書 社会人入試に出願する人は提出してください。 ① 

その他 
卒業研究・課題研究又はこれらと同等の研究報告書等があ

る場合はその要旨を提出してください。 
①② 

 

 

7．入学検定料 ３０,０００円 

各入試区分の出願期間内に、以下の銀行口座へ振り込んでください（手数料はご負担ください）。  

【振込先】 

三井住友銀行 厚木支店（595） 普通預金 口座番号：５０２０４４０ 

受取人：東京工芸大学（トウキョウコウゲイダイガク） 

注１） 振込人名義は、志願者本人の氏名としてください。また、氏名の前に以下の出願する専門分野の番号を付

けてください。 

課程 専門分野 番号 

博士前期課程 

機械工学 1１ 

電気電子工学 12 

情報工学 13 

化学・材料工学 14 

建築学・風工学 15 

博士後期課程 

機械工学 91 

電気電子工学 92 

情報工学 93 

化学・材料工学 94 

建築学・風工学 95 

例）博士前期課程 機械工学分野 へ出願する場合 ⇒  1１ コウゲイ タロウ   

注２）振り込まれた入学検定料は、理由のいかんにかかわらず返金できません。 

注３）出願締切日までに入学検定料の入金が確認できない場合は、受験できません。 
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8．出願書類 

必要事項を記入の上、該当するすべての書類をそろえて、出願期間内に提出してください。 

提出書類 備考 前期 後期 

志願票 

（様式１） 
顔写真１枚を貼付し、必要事項を記入してください。 〇 〇 

志望理由書 

（様式３） 

本研究科への志望動機、志望する専攻とその理由、入学後の抱負修了後の計画

を簡潔に記入してください。 

※入学資格審査にて提出済みの場合は再提出不要です。 
〇 〇 

成績証明書 

以下の（1）又は（2）のいずれかの書類 

（1）出身大学等の成績証明書（編入学等により認定された科目がある場合に

は、編入学前の学校の成績証明書も併せて提出してください） 

（2）学位授与機構で出願資格を得た者は、学位取得に係る全ての成績証明書 

〇 〇 

卒業（修了） 

証明書 

又は 

学位授与証明書 

以下の（1）～（3）のいずれかの書類 

（1）出身大学・大学院等の卒業（見込）証明書 

（2）大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された人は、学士の

学位を授与されたことを証明する書類 

（3）大学改革支援・学位授与機構から学士・修士の学位を授与される見込の

人は、学位の授与を申請中であることを証明する書類 

〇 〇 

TOEIC 

公式認定証 
（TOEIC-IP も可） 

英語の筆記試験の免除を希望する場合のみ、公式認定証の原本を提出してくだ

さい。 

※出願時から 2 年以内のスコアが 450 点以上あることが条件です。 

△ ― 

業績報告書 

（様式４） 

在職中に行った職務及びその業績等があれば記入してください。関係書類（研

究論文、技術報告、実用新案等）がある場合は、その業績を表す文書等（写し）

も併せて提出してください。 
― △ 

就学承諾書 

（様式５－１） 
在職のまま入学しようとする人は提出してください。 △ △ 

推薦書・ 

就学承諾書 

（様式５－２） 

在職のまま入学しようとする人で、所属長の推薦がある人は提出してくださ

い。 
△ △ 

研究計画書 

（様式７） 
研究指導を受ける教員と相談の上、研究計画について記載してください。 ― 〇 

修士学位論文・ 

研究概要 

（様式８－１） 

研究論文概要を２０００字以内で記述してください。 ― 〇 

研究経過報告書 

（様式８－２） 

学歴、職務経歴、学会及び社会における活動について詳細に記載してくださ

い。 
― 〇 

パスポートの 

コピー 

留学生は提出してください。 

顔写真・氏名・生年月日・パスポート番号・有効期限が記載されたページを

A4 サイズの用紙にコピーして提出してください。 

※本学に在学中の学生（研究生除く）は提出する必要はありません。 

△ △ 

日本語能力に関

する証明書 

留学生は以下の（１）（２）（３）のいずれかの書類を提出してください。 

※本学に在学中の学生（研究生除く）は提出する必要はありません。 

（１） 日本語能力試験（JLPT）Ｎ２以上 

① 日本語能力試験認定結果及び成績に関する証明書、または 

② 日本語能力試験結果通知書・日本語能力認定書のはがき 

（２） 日本留学試験（EJU）[読解、聴解・聴読解] 

① 受験票のコピー 

※過去 2 年以内の日本語（読解、聴解・聴読解）の得点が 240  

点以上であること。 

（３） J.TEST 実用日本語検定「Ａ-C レベル試験」C レベル以上 

  ① 認定書もしくは成績表 

△ △ 

      〇：要提出 △：該当者提出 ―：対象外  
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９．試験科目及び選考方法 
（１）選考方法について 

   選考は筆記試験（各 100 点）と口述試験（４段階評価）を総合して行います。 

（２）試験科目について 

〇一般入試 

課程 時間 科目 備考 

博士前期 

10：00

～ 

11：00 

外国語※1 

（英語） 
辞書持ち込み可。但し電子辞書は不可 

11：30 

～ 

13：00 
専門科目 

出題範囲 

専門分野 出題範囲 

機械工学 

各分野[機械力学、制御工学、ロボティクス、C プログラミン

グ]から各１問（合計４問）出題する。その中から２問を解答

する。 

電気電子工学 

各分野[電気数学、電磁気学、電気回路、プログラミング]から

各１問（合計４問）出題する。その中から２問を解答する。 

情報工学 

各分野[情報数学、論理回路、情報処理、プログラミング]から

各１問（合計４問）出題する。その中から３問を解答する。 

化学・材料工学 

各分野［物理化学、無機化学、有機化学］から各２問（合計６

問）出題する。その中から３問を解答する。（電卓持込み可）。 

建築学・風工学 

[建築設計]から 4 問、[建築構造]から 2 問、[建築環境]から

2 問を出題する。専攻する研究領域から 2 問、残りの 6 問か

ら任意の 2 問を選択し、計 4 問に解答する（電卓持込み可）。 

  

14：00

～ 
口述試験 

（1）志望する分野に関連した項目について行います。 

（2）提出した志望理由書、業績報告書等について行います。 

（3）外国人留学生については、日本語能力についても審査することがあり

ます。 

博士後期 

11：00

～ 

13：00 

外国語 

（英語） 
辞書持ち込み可。但し電子辞書は不可 

14：00

～ 
口述試験 

（1）研究分野に関連した専門的学力、業績報告書等について行います。 

（2）外国人留学生については、日本語能力についても審査することがあ

ります。 

＊１ TOEIC のスコアは、以下の式に基づき、外国語（英語）の点数に換算します。 

【換算式】（TOEIC スコア－450）×0.18＋60 

 

〇社会人入試 

課程 時間 科目 備考 

博士前期 

14：00

～ 
口述試験 

（1）志望する分野に関連した項目について行います。 

（2）提出した志望理由書、業績報告書等について行います。 

（3）外国人留学生については、日本語能力についても審査することがあ

ります。 

博士後期 

（1）研究分野に関連した専門的学力、業績報告書等について行います。 

（2）外国人留学生については、日本語能力についても審査することがあ

ります。 

 

（４） その他 

 ・試験時間については、事前に通知して変更することがあります。 

 ・過去の筆記試験問題は閲覧することが可能です。入試課（大学院係）に身分証明書（学生証、自動車運

転免許証等）を提示し、閲覧を申し出てください。 
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10．合格発表 

合格者には、合格発表日に合格通知を郵送します（原則として発表日当日に発送するため、地域に 

よっては数日かかることがありますので、あらかじめご了承ください）。 

合否に関する電話等でのお問い合わせには、お答えできません。 

 

 

11．学費及び諸会費（円） 

区     分 
1 年次 2 年次以降 

入学手続時 ９月 ４月 ９月 

入 学 金 200,000    － ― ― 

授 業 料    365,000    365,000    365,000    365,000 

施 設 設 備 費    125,000    125,000    125,000    125,000 

後 援 会 費      9,000        9,000      9,000        9,000 

合 計    ６99,000    ４99,000    499,000    499,000 

1 年 間 の 学 費 1,198,000 998,000 

  ※ 本学卒業生は入学金が免除されます。                        

 

 

12．注意事項 

  （１）出願書類に不備がある場合には受理できないことがありますので、十分注意してください。 

 （２）出願書類は返却できません。 

（３）郵送する場合は、入学資格審査書類の提出及び出願共に必ず「簡易書留」にて郵送してくだ 

    さい（願書受付期間最終日消印有効）。 

  （４）出願手続終了後の提出書類等の内容変更は認められません。 

  （５）受験の際には、必ず受験票を持参してください。 

 

13．出願書類提出・問い合わせ先 

出願書類提出・問い合わせ先 

東京工芸大学 厚木キャンパス事務部入試課（大学院係）  
〒243-0297 神奈川県厚木市飯山南 5-45-1 

TEL：046-242-9520（直通） 

窓口受付時間 9:00～17:00（月曜日～金曜日 ※祝日を除く） 

交通案内 

○小田急小田原線「本厚木駅」下車 

○神奈川中央交通バス・厚木バスセンター７番バス乗場から、『東

京工芸大学』行バスに乗車し終点下車 

○バス所要時間は約 20 分ですが、道路事情により異なりますの

で、余裕を持ってお越しください。 

○本学ホームページ「交通案内」 

  https://www.t-kougei.ac.jp/access/#atsugi 
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東京工芸大学の理念 
 

 東京工芸大学の前身は、1923 年（大正 12 年）に設立された、財団法人 小西寫眞専門学校です。

小西寫眞専門学校は、小西本店（現在のコニカミノルタ株式会社）代表の七代 杉浦六右衞門が創立し

た旧制専門学校で、創立者の父で小西本店創始者の六代 杉浦六右衞門が提唱していた「時勢の必要に

応ずべき写真術の実技家及び研究家を養成し、併せて一般社会における写真術の向上発達を図る」とい

う理想と遺志を後継し実現するために設立されました。また、初代校長、結城林蔵は、「学理及び技術

に通じたゼントルマンを養成する」という教育理念を掲げておりました。 

すなわち本学は、こうした創設者の建学の精神と初代校長の教育理念の下に、当時の最先端メディアの

一つである写真を広く社会に普及させること、ならびにそれをリードする教養と人徳を備えた人材の育

成を目的としていたのです。 

さらに本学は、その創立当初から写真技術（テクノロジー）と写真表現（アート）の融合を目指して

いた先駆的な学校でした。「テクノロジーとアートの融合」、それは今後の社会においても、これまでと

は全く違う新しい製品やサービス、文化を創出し、社会をそして人々の生活をも大きく変革する力を秘

めています。 

本学は、建学の精神を継承しつつ、科学技術の進歩や社会の要請に応じて、数多くの卒業生を社会に

送り出すとともに、工学部と芸術学部で構成される本学の特色を生かし、先端テクノロジーとアートの

融合を推進するユニークな高等教育機関としてその活動を展開しています。 

2023 年に創立 100 周年を迎える東京工芸大学では、創立者や初代校長の思いと大学の歴史の中で

脈々と受け継がれてきた教育研究活動のエッセンスを汲み取り、現在の東京工芸大学の全員が持ってお

くべき理念として、従来の大学の基本理念を再定義し、以下のとおり「東京工芸大学の理念」を新たに

制定しました。 

 

東京工芸大学は、 

・テクノロジーとアートの融合を推進し、新たな価値を創造します。 

・常に学生の知識・教養・人格の向上に努めます。 

・人々のために、社会の発展のために貢献します。 
 

 

 

東京工芸大学大学院工学研究科の目的 

東京工芸大学大学院は、工学と芸術学に関する学術の理論及び応用を研究し、その深奥を究めて、文

化の進展に寄与することを目的とする。工学研究科は、時代の先端技術に携わり、現状の技術開発を推

進するだけでなく、新たな技術を生み出す創造力の豊かな技術者・研究者の養成を目的とする。 

 

 

工学研究科のアドミッション・ポリシー 
 

（博士前期課程） 

工学研究科博士前期課程では、時代の先端技術に携わり、現状の技術開発を推進するだけでなく、新た 

な技術を生み出す先進性と独創性に富んだ人材の育成を目標とします。本研究科の定める博士前期課 

程出願資格の要件を満たし、以下の項目を修得したい人を受け入れます。 

 

1. 専門分野の高度、かつ体系的な専門的知識・技術を身につけ、それらの妥当性を理論的に説明、議

論する能力を身につけたい人。志願者には、志望する専門分野に関して大卒者に相当する専門知識

を有していることが求められ、学力試験、出身大学の調査書、及び面接試験によりこれを確認しま

す。 

2. 研究・開発を進める際に、問題点・課題を的確に抽出でき、具体的解決方法を見出せる能力を身に

つけたい人。志願者には、大学の卒業研究、または相当する知識・経験が求められ、面接試験によ

りこれを確認します。 

3. 修得した知識・技術及び問題発見・解決能力を、状況に応じて、的確に活用・応用できる能力を身

につけたい人。志願者には、原著論文を読みこなし、国際会議、欧文誌等で研究成果を発表するた
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めの外国語の素養と論理的な思考力が求められ、外国語試験及び面接試験によりこれを確認します。 

4. 科学技術を進歩・発展させるための幅広い見識と健全な倫理観を有する人材となり、社会で活躍し

たい人。志願者には、大卒者に相当する見識と倫理観が求められ、面接試験によりこれを確認しま

す。 

 

 

（博士後期課程） 

工学研究科博士後期課程では、時代の先端技術に携わり、現状の技術開発を推進するだけでなく、新た 

な技術を生み出す高度な専門性と高い自立性に富んだ人材の育成を目標としています。本研究科の定 

める博士後期課程出願資格の要件を満たし、以下に示す資質と能力を修得したい人を受け入れます。 

 

1. 社会一般を背景にした問題認識・抽出能力を有し、課題の社会的、学術的価値を的確に評価できる

能力を身に付けたい人。 

2. 専門分野における高度、かつ体系的な学識を有し、必要に応じて他分野の知見を自ら修得できる能

力を身に付けたい人。 

3. 問題解決のために、既存の理論体系との関係を明確にした新たな理論を構築する能力を身に付けた

い人。 

4. 問題解決に必要なコミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、及び語学力を有する人材を

目指す人。 

5. 高度な研究内容に即した適切な倫理観を有する人材となって、社会で活躍したい人。 
 

 

 

 

安全保障輸出管理について 
 

東京工芸大学大学院では、「外国為替及び外国貿易法」に基づいて、「東京工芸大学安全保障輸出管理

に関する規程」を制定し、物品の輸出、技術の提供、人材の交流の観点から大学院生の受入れについて

は厳格な審査を実施しています。規制されている事項に該当する場合は、希望する研究活動に制限がか

かる場合や、教育が受けられない場合がありますので、願書の提出の前に希望する指導教員と事前に相

談をするなど、出願にあたっては注意してください。 なお、入学手続時に「研究活動に関する誓約書」

に署名していただきます。 

 

 

出願書類で求める課題等への生成系 AI の利用について 
 

出願書類で求める課題等の作成に当たっては、以下の注意事項を踏まえて、各学部の「入学者受け
入れの方針（アドミッション・ポリシー）」を確認し、選抜における課題の趣旨に沿って、不正が疑わ
れたり、入学後に学修上の相違が起きないよう、自らの責任において十分に考えたものを提出してく
ださい。 

 
・課題等は、「あなた自身」が取り組むことが前提となっています。 
・生成系 AI により出力される情報は、情報ソースが不明な上、事実と異なる場合や著作権侵害など

の問題が生じるおそれがあります。 
・結果を得るために情報（特に機密情報や個人情報）を入力すると、意図せず漏洩するおそれがあり

ます。 
・得られる結果は主にインターネット上の情報を使って出力されますが、それ以外の書籍等の情報の

中にも重要な情報は多々存在します。 
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東京工芸大学大学院 工学研究科 
 

東京工芸大学 厚木キャンパス事務部入試課（大学院係）  

〒243-0297 神奈川県厚木市飯山南 5-45-1   

ＴＥＬ：046-242-9520(直通)  ＦＡＸ：046-242-9638 

E-mail：admission.atsugi@office.t-kougei.ac.jp 

 

入学選抜によって取得した個人情報の取扱いについて 

 
   入学者選抜において、本学が取得した個人情報は、以下の目的に利用し、これら以外

の目的に使用することは一切ありません。 

 

（１）入学者選抜（出願処理・試験実施） 

（２）合格発表 

（３）入学手続 

（４）合格者・入学予定者を対象とした各種書類・案内等の送付 

（５）入学後の学籍管理等の業務 

（６）各種統計資料の作成 
 


